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1：主 し 3が き

;9- はま昭和，j5年§月 pセンター設立と

も綾終段階に入っている。

々 しミ L,' 

りは 2沖縄K現存する妻美品種の収集と

辛子よび生態の斧断が緊急、を要する研究設題、でみるととが指摘された。

し事各

本文にもるみように p沖縄の養蚕業は第2次大戦Kよタかい、主主的打撃を受けながらも戦後次第K復

興ま 19 7 '.;; ！，手記；｝本土複爆とともに帯び振興の気選Kあり 9沖縄の条件に適した裁発独

され♂ている。一万事ンド土倶Iから i＿~ても 9 これまで沖縄桑に演する研究実績は夕、？を＇ ' 

との対比は ＇i極めて興味の深い彦三重要企研究課題である。との

主主 らヲ蚕糸試験場とさ当センター沖縄文所と ？昭和4 ら開始されたっ

れKrよ多沖縄農業む振興に少しでも役K立ちたいという，担当者の切なえる顧いがこめられていた

とも事実である。

この共同研究の担当者は次頁の通りであるがラ c:v報告審にはき昭和47年度の報告に加えて？最

初Kど調査をと頂いた間技宮の報告も掲載さ役て頂いたο 多少の蓑複がある点はど了承頂きたい。

最後K，との調査，研究K対して心からのど協力を1頁いている方々，特に沖縄開発庁 沖縄総合事

務局，沖縄県農林水産部なよび同農業試験場。関係者各位K対して，厚〈な礼を申し上げる次第であ

る。

昭和 49年 5月

熱帯農業研究センタ一所長

はj 回 登
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I 沖縄における養蚕技術の間題点

蚕糸試験場企画連絡室長 間 和夫



1 沖縄における養蚕の現状

沖縄県における養蚕の推移は第 1-1表に示すと森りであり，大正初期に第 1次大戦の影響で糸価

が高騰し，さらに大正 l0年以降，主要農産物である糖業が不振を続けたので，農家所得の安定をは

かるため，養蚕が奨励され全県下に普及するよりになった。そして，養蚕農家数，桑面面積，

はいずれ応増加し，最盛時の昭和 l5年忙は養蚕農家数は 10千戸，桑園面積は 1,340ha , 収繭

量は 50 0トンに達した。しかし，第 2次大戦によって養蚕は大き

恣昭和 46 

る

れは本土

ることがで登ることと'

はじめ， 33 

たが？昭和 27 

してからは，養蚕の指導を強化したため？桑園面積も増加し？昭和 33年には 30 0 

aまで回復した。昭和 :33年には糸価が暴落し，その影響を受けて養蚕を放棄する農家か相つ苔，-9 

昭和4l年忙は宅地桑を主体に約 90 h aの桑園を残すのみとなった。

設圏され，昭和 j 7年には繭生産量は全国の僅か 0.1 5茄に過ぎなかったが，種繭生産輩は 2.l笏，

原蚕種製造最は 16 6 %に達していた。

現在は久米島に翡いて紬の原料を生産するため，宅地桑を利用して年間 20箱の魚種が掃立てられ，

約 50 0 Kr; の繭が生産されている。また，宮古群島の多良閲島においては，昭和 45年より阻こんに

よって桑圏の造成が行なわれ，昭和 47年には約 6h aの桑園が完成した。蚕の飼育は昭和 45年の

秋から行なわれ，昭和 46年には約 40 0 Kr; の繭が生産された。この障か，宮古島の乎良市忙苓いて
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なっているか，賑興計両の

：ミ＼
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~. 

生産の度か(IC種繭生J笙が広〈行なわれていたことである。

1~2世代を繰返し

ウソバエによる被害が少なかったことによるものであり，蚕

よひ 55民間蚕種製造業者の飼育所か県内各地忙

られているが，こんご，各地で養蚕

3, 0 0 0 h a 

せるために訊し

するの,..' 

れて

され，的ふ000

あり；

注れている。

あるいは婦人にも適する作目の導入が望まれてい

る。

(4) 桑の生育尻罰し，多くの農家が戦前に養蚕を行なった経験がある。

しかし，養蚕の振興には技術上の問題点のほかに，試験研究や指導普及等の組織体制上にも解決を

要する問題が多い。
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第 1-1表沖縄における養蚕の推移

沖 縄 蚕

糸

I 

- -
昭和 2 7,092 52,360 7 7,7 1 0 8 9,0 o 6 I I 

3 6,995 62,480 85,440 100,823 

4 7,296 64,680 9 9,7 1 0 11 1 6,1 9 4 

5 7,931 70,730 117,530 145,208 

6 7,885 61,580 127,350 149,929 

7 7,330 66,790 201,630 

8 7,582 78,690 247,578 

， 
7,500 86,010 2 5 2.0 6 0 

1 0 7,810 88,990 215,094 313,837 

1 1 8,179 98,310 2 21,3 0 8 327,862 
... 

1 2 8,1 91 108,480 231,998 352,353 

統

計

1［ 昭年和 1次年3 ... 

戸数

言121,630 I 

戸
8,291 

8,794 

9,883 1 3 3,91 0 

10,030 112,040 

9,987 115,640 

I 

1,0 0 0 I 2 7,0 11 3 0 

3 1 920 27,450 

3 2 775 28,240 

3 3 729 30,231 

3 4 518 26,833 

3 5 456 25,599 

3 6 378 23,252 

3 7 1 7,693 

3 8 216 1 5,1 2 7 

3 9 215 12,045 

4 0 165 10,004 

4 1: 12 1 9,904 
← • ~------- ----ヤ--
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掃立卵量 収繭量

， K9 
234,434 368,538 

292,830 477,022 

334,073 501,982 

368,342 

321,420 

368,888 

ニ44.叫590I • ',6;4_,,327, .8 . 

3 9,5 3 4 54,716 

39,040 53,846 

3 1,8 1 0 35,070 

25,520 26,494 

24,446 30,611 

2 8,1 5 5 3 3,70 9 

32,208 3 3,7 0 9 

3 1.7 91 40,410 

28,811 3 5,_5 3 l 

2 8,1 9 7 34,144 

21,540 25,125 

11,693 13,534 

11,343 l 2,908 

9,478 10,023 

6,769 7,756 

6,223 8,085 

5,660 7,622 

5,070 7,131 

3,300 3,389 

2 沖縄における養蚕技術の問題点

一般に沖縄は桑の生育期間が長く，台風の時期を除いては年間 6回

以上の飼育が可能である。また，宮古・八重山地域は比較的乎担地が

多いので桑園の造成や管理は容易であり，しかも 1戸の耕地面積は大

きく，大型機械の導入も進んでいるので，能率の一高い養蚕を行なうの

には適した条件にあるといえる。こかし，戦前における沖縄の養蚕は

規模が零細であり，また，桑圏は本桑圏が少なく，喬木の状態にある

宅地桑の葉を収穫しは民の飼育が行なわれていた。戦後の復興期には

琉球農業試験場の本支場において，桑および蚕の品種改良をはじめ，

桑の仕立法や蚕の飼育法などの研究が行なわれていたが，蚕蚕の衰退

にともない養蚕に閲する研究は中止されることになった。一方，本土

では昭和 30年代の後半から年間条桑育を中心とする省力技術が普及

し，労働生産性が向上してきたばかりでなく，規模の拡大も進められ

ているので，こんご，沖縄における養蚕も新しい技術を積極的に導入

し，生産性の高いものとしてゆくことが必要である。しかし，一般に

農業は自然環境の影磐を強く受けるものであるから，沖縄の養蚕を考

える場合にも，本土の技術をそのまま導入するのではなく，自然環境

とくに，気象条件の影響を考慮し，それに適応した技術をつくり上げ

てゆくことが必要であり，養蚕の場合には，蚕の飼育に比べて桑の栽

培は気象の影響を強く受けるので，沖縄の養蚕における技術上の問題

点は桑の栽培および収穫に関する体系を確立するということにあると

いっても過言ではないであろう。

(1) 気象と桑の生育

沖縄の気象は湿潤亜熱帯海洋性気候に属しているが，その特徴はつ

ぎのとおりである。

I) 気温 第 1-1図は月平均気湿の年変化を示している。この

図から明らかなように沖縄は熱帯と異なり夏と冬があるが，冬の温度が

が高く，月平均気温は 15℃以下に下がらないことと，年間の温度変

化が比較的少ないことは温暖地の九州南部とも異なる気象であるとい

える。桑の生育限界湿度は 15℃であるが， 15℃以上の日数は那覇

では 33 8日であるので，ほとんど年間を通じて桑の生育は可能であ

る。

事実，桑の成長が停止するのは 12月から 1月にかけてであり，沖

縄桑の場合には，沖縄本島では 2月下旬，宮古・八重山では 1月下旬
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第 1- 1図 各地における月別平均気温 (19 7 1 ，丸杉）

一25℃～区§!:2J5℃ ~20℃ 
匿 20℃--25℃ I I~ 5°C 

攀r
 

ーヽー＄
 u

 
k
 

a

a

 

w
 

'̀ヽ
n

o

 

l

i

l

l

a

d

 

l

N

i

ー

s

i

a

 

o

u

k

 

g

r

k

 

K

a

K

a

H

o

 

J

ヽ

、
、

‘
‘
 

a' 

0
 

‘
 

突

，
 

¥

‘

`

 

ー
＼
＼
—
＼
、

7

、

＼

ヽ

鵞

｀
 

ヽ｀
 

ヽ

‘
 

`

‘

、

.

‘

1

、‘ヽ

＼
＼
 ¥

＄

‘

‘

 ,、

ー

.‘‘亀

t
 

3
 

、ヽ

、

寃

；、
ヽ

Y

¥

 

ヽ

ヽ
沿、`ヽ

ヽ

｀
 

ヽ

ヽ
ヽ

鵞

＇ 

ヽ、
.‘
 

ヽ

ヽヽ'，
 

しぶ
C

函
§
`
 

畠

g
 

夢

念

占“

が

ざ

＇

，

 
つ3

O
K
 

g
 9

ぶ

'

，

 

，
 

尽”
 

§
 ダ

力
夕

S
[
 ベ

＇ 

＇ ー/~ 

、9

＇ 9、J
 

;' ダ

／
 

／
 

一
/
 

一

℃
初

2

5

2

0

1

5

m

Djakarta 
Phnomphen 

Fengshan 
lshigaki 

Naha 
Taih叫、"

5
 

'//が
止一三／三9咋"

1月 2 ,; 4 

゜

Toho 

ぃ｝ ,., 8
 ，

 

10 11 12 

IshigB 

Naha 

三
Tokyo 

Karuizawa 

Kushiro 

East Hokkuido 

注：①

R 

校範農場農業そう書7号 1969 

東京天文合、理科年衷等より引用

-4-



1 --2図 沖縄，台湾主要地区降水量 (1971,丸杉）
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柱：理科年衷およひ那覇、宮古、石恒気象台資料等より作図
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第 1-2表 過去 10年 間 に お け る 連 続 無降雨発生頻度

石 垣 宮 古

月1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

 

1 0日以上 20日以上

8回 7回

s I 6 

8

8

1

1

2

5

2

3

2

 

5

4

0

5

2

1

2

0

8

 

10日以上 120日以上 ¥40日以上

回4

5

6

8

7

2

6

9

0

0

5

 

1

1

 

12 / 4 I 6 I 5 ， ,_—... 
合計 I 52 i 46 l 77 
' - ' ..  _ ...... , .. —.. 一--- --・・ 

回1

1

2

1

1

3

4

 

0
 
0
 
1

2

1

-

7

 
ー

回

ー

1 I ， 

---・・, 
z I 

備考 1) 降水羅5mm以下は無降雨日とみなす。

には発芽する。また，

年間を通じて気温の

較差の少ないことも

特徴であるが，この

ことは夜間における

呼吸作用による消耗

を多くし，貯蔵養分

の体内に袋ける蓄積

をさ主たげている。

沖縄桑は一般に発芽

能力が旺盛で頂芽が

あっても側枝を容易

に発生するが，この

ことはつねに光合成

による物質生産を行

なわせておくことが，

貯蔵養分の

2) 石垣は 195-1~1963年宮古は 1954~1962年の集計用か難かしい条件下

では成長のためには

必要なことと考えられる。これに対して，内地桑は摘芯や伐採によって頂芽が除去された場合にのみ

側枝を発生し，発芽能力が旺盛であるとはいえない。したがって成長のためには貯蔵蓋分に依存する

とこるが大きいので，沖網桑を「［口J化生産型」とすれば，内地桑は「貯蔵投分型」ともいえよう。そ

して，このことは沖罷における桑品種の選定にとって重要であると考えられる。

日照時数 沖縄では冬季間，東北偏東風が吹く頃を中心に曇天の日が続き，注た，この頃に

は時に低温が襲来することもある。この時期の天候は春蚕期の桑の成長に影馨するところが大ぎい。

3) 降雨量年降雨量は 2,0 0 0 ~ 2, 5 0 0況mてあるが，熱帯と異なり雨期と乾期は，はっきり

していない（第 1-2図）。熱帯では雨贔，混帯では気温とその原因は異なるにしても，桑はいずれ

も冬季間は落葉して休眠に入るが，亜熱帯では休眠期間がきわめて短かく常緑樹に近い生態を示して

いる。また〗降雨量の分布は梅雨期にあたる 6 月が最高で月間 1 0 0 mmをこえる雨量はあるが，

性気候の特徴として 1回の雨量が多く，しかも集中的に降る傾向があり，宮古島では連続 10日以上

の無降雨回数が年 8回，石垣島では年 5回も発生し， 40日以上の場合も 5年に 1回は発生している

（第 ]-2表）。また，その発生時期は宮古島では 8月から 10月，石坦島では 1月から 4月までが

多い。沖縄では 6月以降の降雨は台風によってもたらされることが多く，台風の接近が少ない年には

干ばつが発生するが，昨年も近年にない大干ばつが発生し，野生の松の大木まで枯れるという被害が
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生じた。

桑の生育には月乎均 1501/1/11, 程度の水を必要とするが，生育の最盛期には 1日， 6~1 Ommの水が

蒸発散によって桑困より失なわれる。しかし，年間降雨量および月間降雨量からみれば，桑の生育に

ついて水が制限要因となることは考えられないが， 10日以上も無降雨の状態が続けば桑の生育はお

とろえ，干ばつの徴候が現われてくる。水の補給については，土壌の保水力も影響するところが大き

く，団粒構造の発達が乏しい土壌では多量の降雨があっても表面より流去する量が多くなる。

4)台風 沖縄における桑の生育に影響する気象要因に台風がある。台風は葉を収穫の対象にす

る桑にとって気象災害のなかでは最も大きな被害を与えるが，とくに沖縄は台風の進路にあたり，組

年，大小の台風の襲来を必ず受けている。沖縄における台風の被害の様相は単に風速が強いというば

かりでなく，台風が発達過程にあるため，速度がおそく数日にわたって強風が吹き続けることかある。

このような場合には，桑の葉はほとんど裂傷を受けて飼育には使えなくなる。風速と被害の関係につ

いては 10 m/  sec では葉のまさつによる損傷の程度であるが， 20 m/  sec になると枝条は損

し落葉する。さらに 25 m/sec 以上になると枝条の折損や桑樹の釦欺が起る。台風の被害を回

避する方法としては，防風林や防風網の設置，横が結束や網かけなどが行なわれているが，強い台風

の場合には効果はあまり期待できない。そこで，台風は避けられないものとすれば，落葉後の再発芽

の早い品種を選定し，さらに発芽を促進する方法を謂ずることが必要となるが，沖縄桑は再発芽が早

く，落葉後 1カ月で再び蚕の飼育に使える注でに回復ずみ。したがって，蚕の飼育時期,;t7月から 9月までO

台風の襲来する時期はさけ，その前後とすることが安全であろう。さた，風害にともなって起る潮風

害の被害も軽視することはできない。潮風害を受けると桑葉は黒変して落葉し，さらに被害が大きい

場合には発芽も抑制されて枯死する。

(2) 土壌と桑の生育

沖縄は 60余の諸島から成り土壌の性状も様々であるが，いままでの土壌調査によって分類された

土壌統は沖絹本島で 16 , 石垣島で 29 , 宮古島で 10 , 与那国島で l6 , 久米島で 17 , 大東島で

5'伊良部島で 3'多良間島で 4'伊江島で 4が設定されている。また，これらの土壌統を大土壌群

に総括してみると，赤黄色点ドソル性土壌，赤褐色土壌，グライ土壌，灰色土壌などとなるが，農業

上に利用されている土壌は主として赤黄色ポドソル性土壌と赤褐色ポドソル性土壌である。赤黄色ポ

ドソル性士壌は湿潤亜熱帯性気候のもとにみられる成帯性土填であって，石灰その他しジ塩某の溶脱が

著るしく馴性を呈し，かつ”垢某置換容畠すなわち'n・分保持力は1氏い。注た，赤褐色土壌は降起さんご

石灰佑上Vてみられ，加岸の段丘上に広く分布ナる。段丘面の緑辺では比較的土h"が浅く，局音1:的には

しているところもあるが，これから謡れるにしたがい土屈け枕くなっている。この土］ふ＼

では表戸は混入したさんご石灰岩の影屯によって尉アルカリ性を呈するが，下尼は となっている。

将来，養蚕の普及が予想される宮古・八重山地域についてみると，自然肥沃度は概して悪くないが，

一般に物理性が不良で，とくに下層がち密であり，透水性や保水性からみて好ましい状態ではない

（第 2 編の第 2-5 表参照）。•また，化学性については石英岩，花閾岩，変成岩土壌とも PHは 5~
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4. 5であり，酸度も高く全窒素含量も低く土壌からの窒素供給は期待できたい。燐酸吸収係数は 500

~600で燐酸固定は少なく，塩基置換容量も注た少ない。塩基の溶脱は集中豪雨と相ともなってか

なり多いものと思われる（第2-6表）。これに対してさんご石灰岩の上に分布した土壌では，石仄

岩の影響を受けて下層までPHが高くパ置換酸度は認められず塩甚飽和度は 90倍以上を示している。

注た，全窒素，腐植は少ないが，燐酸吸収係数は 1,0 0 0前後を示し，有効態燐酸も比較的高いもの

（第 2-6表）。

桑は深根性の木本作物であるので，桑園の造成にあたっては土壌改良を必要とするが，その目標は

つ衣のように示されている。すなわち，土層の深さは少なくとも 6O cmを必要とし，その

は 15 %以上，気相の酸素濃度は 10倍以上であることを要する。士壌の硬度は桑の根の伸長が可能

左 24窟111(山中式硬度計）以下でなければならないが， 201/ll/l以下を理想とする，また， つ

いては， PHは 6.3前後，塩基飽和度は 50 %以上， 0.2 NHC l可溶燐酸，加里はそれぞれ 2O mg 

/100?-以上であることが要求される。そのためには，芍ず大型トラククより下層土主

ぃ，同時に団粒構造の発達をうながし，透水性や保水力を改良するために有磯質資材を混和ナ

る。さらに，化学性を改良するために，酸性土壌にあっては石灰，熔りんなどを施用するa

いずれにしても，桑屈は一度造成されると普通作物とは異なり，その後の土壌改良を徹底して行な

うことがでぎないので; おける土壌改良は桑面の能率向上しことってきわめて重要である。

(3) 桑の品種

沖縄では各地に野生の桑がみられるが，これらは一般に沖縄桑とよばれている。植物分類学上，桑

属 (Morus) は花柱の畏ぎや柱頭における毛・乳頭突起の有無によって細分されているが，沖網桑

は長花柱類 (Dol i ch o s t y I a e)のうち柱頭乳頭突起類 (Papillosae)のしまぐわ (Morus 

acidosa GRIFFITH)侭嘱する。しまぐわは沖縄のほか匠ヒマラヤ，中国南部，台湾に分布し，

小泉 (1917),堀田 (1958)らはその性状をつぎのよう忙記載している。

「喬木 にして高さ 3m,幹径 1m以上におよぶものがある。樹皮は褐色もしくは暗褐色を呈するの

芋鱗は 4個を有し，葉形忙は全緑また只稲々だる裂葉がある。葉の上面は平滑で光沢を有するも

い。下面は通常無毛であるが，葉脈に向毛もしくは稀にうす・黄色の密毛を生ずる。葉頭は尾状注たは

もしくは稀に漸尖である。表皮細胞の房状体は尖頭であるが，稀に鈍頭のものもある。雌

花は有柄で花柱は長く，長さは 1~2mmであり，柱頭の内面に微小な毛注たは乳頭突起を生ずる。桑

棋（桑の実）は球形もしくは長だ円形で熟すると黒色となる。本種忙は，野生系に 4品種， 8変種が

あり， 30以上の栽培品種が育成されている」。

沖縄桑は耐寒性は弱いが，休眠期間が短かく，亜熱帯では冬期間も落葉しないので，周年葉をつけ

ている。また，側芽の発芽が旺盛で，頂芽優勢に支配されることが少なく，容易に側枝を発生する。

枝の姿勢は展開性もしくは葡勧性であり，直立するものは少ない。葉序は％のものが多いが，稀に％

のものもあり，節間の長さは一般に長い。葉は濃緑色のものが多く，また厚く，蚕の飼料としては適

している。

-8-



＂旱 """""1名
心フふ も

罷 2号が殻も であり 3年間 4

" ふつ

して 1!J aあたり 3,0 0 0 

い。

われ，沖龍 1号から

ものである。これら 3品種(Z)中では沖

景をえているが努奄

種忙嗚ナる晶種（がらわ生ぐわ

う一骰

め

'..... 邊般応利屯ナることは避けるべ窒であ

存ご
炉ふク 翠

戸ぅ

っvcLて忍，白面は沖纏

音成を1かる必要う;ある。蜆

て多 <o桑が残言

いえば~｀：迂ごと

l'いを 3ぅ乞）が残ぢ

望養繁殖杯

際忙完地桑が伐採さ

巽味である

菜と

良庁実生直賛恨半

生苗忙

汀来は

西である。

忙，省力技術，~:

，節間長な

ぃ-・
巾＇1ュ！各

も

のもつ旺盛た

＜容易に種子が得られる

あるため，
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される。現在，

多良間両島で行なわれているが，
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をた］なった場合加は，

する必要がある。さら忙，

を母樹とし，「かららさぐゎJ翌「ろぐわ」忙属する品種との交雑忙よる品種改良も必

虹） ゃだとえげ，
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するため¥ては§ 品種の選択と同時しこ← 必要な

がかかるばかりでなく，

，取木克たはさし木忙よっ
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を必芳とする。本士

らないこ桑は

れているが s疾木

化よって生産されているが，沖縄桑はぷ土では生育が困難であるのて必要な桑苗を本土

に期待することはでぎない。したがって沖網忙森いて自給する必要があるが，幸い沖縄桑

は発根が艮いのでさし木忙よる桑苗の生産が可能である。さし木には葉を落した枝条を使う古条さし
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木と葉をつけた新梢を使う新梢さし木の 2つの方法があるが，古条さし木では活着の良否は枝条に蓄

漬される貯蔵養分によって左右される。沖縄忙姦ける気象と沖縄桑の特性から｀がて，貯蔵養分の蓄積

は必ずしも十分であるといえないので，葉を洛した枝条を使う古条さし木よりも葉をつげた枝条を使

うさし,j;:が適切であると考えられる，，沖縄より持ち帰った古条と新条をさし本し之紡采でも釘条の活

に行なわれているようてあるが，

，
 

゜

'もり

る
いては，

い春から夏仄うげて↑~文うことが適切であると考えられ

る ，方法など け

る検討が必要である。

(4) 桑の栽培

こんごの桑の栽培は多収と戸］時に，省力a且標としたものでなけれはならないのそのためには，桑

園の造成や肥培管理については多収を目標とすると同時に，収穫については省力に適した方法を導入

することが必要である。

¥
j
 

あたっては土壌改良が必要である。沖縄の土壌は一般に目然の肥

しも低くはないが，土壌の物理性や化学性がその阻害要因となっている場合が多い。とく

に，土壌がら密で団粒喝心の発達に乏しいことは，透水付や保水力忙影堀するばかりでなく，根圏の

を防害

〈，りん酸や加里の供紹

による

たわれ左いこと Vこなる。えた，酸性士壌では塩基の溶脱が激し

い。したかって，深耕，有機質資材の補給による物理性の改良と

あるが，幸い宮古・八重山地域ではサトウキビの栽培に大

型トラクタか利用さがているので，桑［別の造成vcあたっても機械の利用は容易であると考えられる3

忍宮］豆ン収贔五あげるため仇こは，栽祖校数と距離を含めた栽植法を検討しなければならない。このこと

のに立と心閲連で決められることであるが，収績を増加するためには

の増加をはかることが必要である。しかし，現在の沖囃桑の性状は枝条長を伸ばすこと

によっ ることしこは適していない。むしろ，再発芽の旺盛な性質を利用し

はかること であるといえようっしたがって，各蚕期とも

古
{

ため忙

いので，枝条数の増加によって収贔の確保をはからねばならないが，その

でぎるだけ多くすることが必要である。枝条数の増加忙は仕立を高くし，株面を

狐大するか去もあるが，こんごは早期の収穫を考えるならば，早期に収穫がでぎる密植形式が望注し

い0 しかし， よる管理体系 る場合忙は，うね間は 1.8 m以上を必要とするので，根

刈仕立では 1O aあたり 80 0本から 90 0本を必妥とする（第 1-3表）。

2) 桑圏の管理 菅理の省力化のためには機械の利用が必要であるが，栽植株数を多くし，

を確保するためには，大型トラクタよりも耕転吸を中心とした作業体系を導入することが必要となる

であろう。湿濶亜熱帯性気候の下においては，雑草の防除か管理上の要点になる Q 雑草のなかでもチ

ガヤなどの多年生イネ科のものは除草が困難である。うね間の除草はロークリー耕によって行なうが，

株間の除草には除草剤の利用が考えられる。また雑箪の発生の多い場合には，適時，刈り取って利用
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ること忙よって多回育に対応しているが，

多回育のための収
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ことが必要となるであろう。

病虫害の防除 本土における桑の病害で最も被害の大含いものは萎縮病であるが，本病は沖

縄では発生をみない。本病の病原は最近マイコプラズマ様傲生物であること，およびヒ、ンモンヨコバ
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ィ匹よって伝染することが咀らかにされているが，さらに，桑の生理も発病に閲係することが知られ

ている。沖縮桑の属するしまぐわは一般侭罹病性であり，伝染実験の材料として使われているほどで

あるが，沖縄ではその発生がみられないということは，病厭あるいはベクターが存在しないためか，

あるい るためかと思われるが，その原囚は明らかでない。

他の病告とし するか？本土では梅雨期の後半忙発生するの忙対し， 3月下旬

で忙発生がみられた。本病の病原菌は生きた若い葉からのみ栄養を摂取するので，沖韮桑のよ

応周年，葉をつけている場合には被害の大きいことが予想される。

したかぎりでは，一般忙桑の病害は少ないようであるが，こんご，集団的に桑園が造成された

という条件もあり，ー展，病害が発生すると大含な被害をもたらすことも考えられるので，

桑苗やその他の資材を持ち込むとぎ 1,,は庄意を要する。生た，害虫としてはカイガラムジやカミキリ

された。

3 試験研究上の問題点

沖縄に森ける養蚕 を当面する桑の栽培に限って考えるならば前記のとおりである

が，これらの問題点の解決をはかるためには試験祈究の実施とその成呆の普及は不可欠である。しか

し'現状はそのための組織体制はきわめて不十分であるといえる。戦前は沖縄本島に県蚕業試験場の

本場が，八重山忙は支場があって，養蚕から織物主での試験研究を行なっていたが，戦後は琉球農業

試験場の中に蚕糸課をおいて研究が行なわれてぎた。しかし，農業試験場の移転の際に蚕糸課は展止

され，以後，養蚕に閲する試験研究は行なわれていない。主た，農業技術の普及は農業改良指導所が

行なっているが，養蚕の担当者は配置されていない。沖癒県の養蚕振興計画vcよれば，将来，県蚕業

試験場の復活も予定されているが，注だ，その時期等は明らかにされていない。しかし，昭和 47年

度には宮古に蚕業指導所の設置が決定されている。

本土における養蚕技術は，沖縄において試験研究が中断されている間に急速に進歩し，年間条桑育

から機械化へと変化してきているが，こんご，沖縄における養蚕も新しい技術を積極的に取り入れて

能率の高いものとすることが必要である。しかし，沖縄は亜熱帯の気候に属し，本土とは異なる気象

的な特徴を有しているので，とくに，桑の品種や生態が異なり，桑の栽培や収穫についてもその特徴

を生かした技術体系をつくり上げてゆくことが要求されるであろう。いずれは沖縄県においても試験

研究が開始されることと思うが，当面は桑の問題が中心となるので，熱帯農業研究センクーの協力を

得て蚕糸試験場が基礎的な試験研究の実施と，技術上の指導助言を行なうことが必要であると考える。

なお，当面の研究課題はつぎのとおりである。

(1) 沖縄桑の収集と分類

沖縄桑は「しまぐわ」に属し，沖縄に自生する桑の総称であって，その中忙多くの系統が分化して

いるものと考えられるが，その詳細は明らかでない。したがって，沖罷各地に自生する桑を収集して，

その形態および生態を明らかにする。とくに，宅地桑はかつて蚕の飼育に使われたこともあり，葉質
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石垣島における宅地桑，十数本が集団で植えら
れているが，飼育は行なわれていない。

宮古島における共同育苗低，沖縄桑

のさし木による。

宮古島における共同育苗匠，沖縄桑の

自然交雑種子による。

石垣島における宅地桑，雌花を着

生し，桑楳が成熟していた。 3月

下旬には蚕の飼育に使える状態に

なっている。、

多良間島における沖縄桑の桑園，

植付け 3年目の状態。

蚕の飼育は昨年より行なってい

る。



多良間島における本士桑（一ノ瀬）の植

付 2年目の状態 3月下旬にも発芽せず枯

死寸前である。植付当年は良く成長した。

多良間島における新植桑園（キビ畑の転

換）桑品種は一ノ瀬， 1月下旬植付けた。

多良間島忙おける開拓桑園

桑品種は一ノ瀬， 1月下旬冗植付けた。
深耕により石灰岩の母岩が露出している。

多良間島匹おける新植桑園
桑品種は沖縄桑， 1 2月忙植付けた。

多良間島における壮蚕用蚕室

プロック製で 10 0坪ある。



]I 沖縄地方の桑に関する調査ならびに栽培学的考察

小 野松治 蚕糸 試験場栽桑部栽培研究室長

山本 賢 蚕糸試験 場九州支場栽桑研究室

堀端俊造 熱帯農業研究センター沖縄支所

第 1研究室長



1. 調査の背景とねらい

(1) 沖絹における養蚕の推移

最近，沖縮地方（以下沖絹）沃ーでは養蚕に対する関心が強く，各地で大規模な桑面造成が計画・実施

されている。しかし，亜熱帯性気候に属するこれらの地城では，これまで蚕桑に閲する研究が十分で

なく，現地の要望に対応できる技術をもっていないのが実態である。この事由を理解するには，現地

における養蚕の推移と特徴についてふれる必要があろう。

沖縄の養蚕業は，明治時代後半から本格的にとりあげられ，大正末期以降粕業不振の影響もあって，

広〈県下に奨励され普及した。すなわち，昭和初期から沖縄本島，宮古・八重山地方を中心として徐

々忙増反し，最盛時の 19 4 0年には養蚕戸数 9,90 0 , 桑園面積 1,340ha , 収繭量 50 2 tに

及んだ。

その後，第 2次大戦により壊滅的打繋をうけ，捉蚕は沖網から姿を消した。戦後の 19 5 2年，当

時の琉球政府は養蚕振興を企図し，指導奨励したため，一時は 30 2 haの桑面を保有するまでに回

復したが，その後糸価の暴落，人手不足などにより再び周落の傾向を示し，桑園としてみるべぎもの

は少なく，ただ宅地秦咲ーに往時の面影を残すに留まっている（第 Il-1. 2図）。

沖蝿の養蚕は，古くから宅地桑を主体として行なわれた。ちなみに l9 2 3年の統計忙よると沖縄

では仕立方の 69 %が立通しで占められ残りの 31';J; は高刈仕立となっている。このことは，沖縄に

おける養蚕の性格に大きな係わりをもち今日に及んでいる。

1 9 4 0年について，沖縄の養蚕を全国的な観点から比較してみると，含わめて小規模・零細のも

のであった。すなわち，当時収繭量の全国平均は， 1戸当たり約 20 0 Kg , 1 0 a当たりで約 61 Kg 

を示している。これに対して沖麗では， 1戸当たり約 51Kg,10a当たり約 38 Kgで，これを 1戸

当たりでみると全国平均の約％にすぎない。

宅地桑以外に小規模ながら桑固造成も行なわれたが，拡大定着するに至らず，蚕飼育は母とんど宅

地桑に支えられてきたと評しても過言ではない。

したがって，蚕児飼育の経験はあるが栽桑技術忙ついては，不確定の注ま残されている。とくに桑

面造成，仕立て・採葉法，肥培管埋，病虫災害の防除に関する技術は，戦乱および米軍政下にあった

過去 30年にわたり空白の時代を送っている。そこで，本土なみの大規模養蚕を指向するとすれば，

宅地桑に依存した養蚕から脱却して，栽桑技術の体系化に取組む必要があり，早急に解明すぺき幾つ

かの問題をかかえている。

＊ 沖縄地方とは，沖縄諸島（沖槌本島およびその近隣島しょ）および先島群島（宮古・八重山列島）

をいう。

＊＊宅地桑とは，家屋または宅地の周辺に栽植してある喬木仕立の桑をいう。
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国かにそれらしいものが散見されるが，その識別は困難である。

したがって｝現在沖龍には固有の桑品種は全〈ない。そのため，養蚕をはじめるにも

羞い在唸桑忙依存ナる以外筐；をはたいの C,沖縄に適応した桑晶種の育成は重要な課題の一つである。

は山野肛自生jる条およひで地桑の中から優良形質りもの

ぎ こ 。も

新品種の

，
 

．し．と

ること 今
へ る3 

2) 

沖麗 ，これまでシマグワ .J'forus acidosa CRIFF. に属するとされ，

らかにされた面も少なくない。しかしながら，その多くは

在出ず，発芽•生長，休眠，光合成・吻貨生産など生理・

の域

しい。

そのため，桑面造成から収穫注で一貫した栽培技術体系の確立に少なからぬ障害となっている。現

実の問題としては，本土桑の移入の是非，桑苗の繁殖法，仕立て→採葉i去など，どれ一つとっても直

ち忙対処できる研究資料はない。このような状態のもとでは，沖網の養蚕振興は不成功に終る可能性

があるので，これらの問題を解決するため効率的な研究をはかる必要があろう。

2 沖纏地方における桑の研究史

沖蠅における桑の研究は，沖網蚕試がその中核をなしたが，比較的短朗間であったため報告数は少

なく，十分な成果をあげるまでには至らなかった。すなわち， 19 2 6年沖縄県農業試験場に蚕業部

が併設され， 19 2 9年に分離・独立して沖縄蚕試となり，蚕桑に関する本格的な調査・研究が行な

われるようになった。

，第2次大戦のため研究は中断され，沖網蚕試の機能は僅か十数年で終息した。

政府中央農業研究指導所において，主として桑栽培に関する試験が細々ながら実施されたが， lll fi l 

年 10月中央農業研究指導所が那覇市首里へ移転するとともに蚕桑に関する研究の場は，完全忙沖縄

から消滅した。

沖縄蚕試で実施した桑に関する試験・研究は，桑品種，仕立て・採葉法，廂肥，病虫•災害防除な

どいわゆる実用化試験が主流を占め，基礎的研究に乏しいうらみがある。

桑品種については，さきにもふれたように沖縄蚕試で選出した沖罷桑 1号・ 2号・ 3号がある。こ

れらは交配により育成されたものではなく，いずれも優良形質の母樹から枝条を採取し，さし木また

は接木など栄養繁殖により選出したもので，このうち， 1号。 2号は八重山列島， 3号は沖縄本島北

部の宅地桑が母樹といわれている。
(27) 

中央農業研究指導所の報告 によれば，これらの桑品種は年間 1O a当たり 2,7 0 0 ~ 4, 2 5 0 Kg 

＊ 本土桑とは，本州・四国・九州筈に栽培している桑品種の総称で，ここでは沖龍のンマグワと対

比するため使用した。
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の収量（新しょう量）をあげ，いずれも本土桑より多収を示している（第n-1表）。なかでも沖縄

桑 2号は，もっとも優良な桑品種として謁係者の注目をあびたが，期待に応えることなく幻の桑と化

したことは惜しまれてならない。

・・-

第 n-1表 沖縄桑の品種比較試験 (1959,琉球中央農業研究指導所）

I O aあたり収量 l O aあたり正葉量
品種名 正葉歩合

初秋蚕期 晩秋蚕期 春蚕期 夏蚕期 計 初秋蚕期 晩秋蚕期 春蚕期 夏蚕期 計

K,, K9 K~ K9 K9 K~ ~ Kg K~ Kr 彩
沖縄桑 1号 l O O 2 0 3960 8616 8268 30864 7816 3320 6979 6532 24674 805 

” 2号 J 1 91 fi 4920 l 3 9 56 11700 42492 S!75 3936 10 32 7 912.6 32856 7 7.3 
.. 

＇ 3号 8454 2904 5664 9 9 o.o 26922 6763 2 3 52 4928 801.9 22062 82 3 

y 3 号 8 5 2.6 4380 7 0 4.4 10692 3064、2 6309 3416 528.3 8233 2 3 2 41 7 6.0 

y 4 号 7260 3588 6 6 4.8 8304 2 5 8 OJJ 5663 2763 5119 614.5 l 96 9.0 765 

y 7 号 5 5 7.4 2 ! 9 6 6612 6 8 7,6 21258 4 2 9.2 1735 4959 550! 16487 778 

Y l l 号 7 5 :J 6 3672 l O 20.0 11148 32 5 5 6 5351 271.7 7242 7692 23002 713 
I I 

奄美 4 号 80 76 30 .2 . 4 I 7128 18228 6057 2 48.0 5 I 3.2 1 3 6 6 9 76 3 

奄美 7 号 14358 

ニ"'wぶ'「'I ""-" 

15492 4 8 2 7.0 1105 6 5963 880.7 120 8 4 :, 7 91.0 7 9.0 

奄美 l 号 6 96.0 8 8 8.0 190 50 5011 244.4 6 l 2 7 l 3 5 8.2 7 4.0 
， 

湖 桑 417.6 40 2.0 3758 57 8.4 13562 

注： 仕立 法 中刈無拳式

植付距離 1.8mX09m 

収穫法 各蚕期とも新梢の基部 2 , 3芽を残し伐採，ただし湖桑（台湾より導人したるぐわ系品種）は晩秋蚕期のみ

伐採収穫，他は摘葉収穫

(30) (al) 
仕立方については，夏秋蚕稚蚕用桑の育成および桑仕立方試験があり，採葉法では桑の収穫回数と

(20) 
蚕作との関係が試験され，年 4回の収穫（新しょう伐採）が合理的であると報告している。

(22) (28) 
施肥の関係では，肥料の種別および施肥量と蚕作との関係試験，桑に対する三要素適量試験が実施

された。

沖縄における農業経営は，台風の被害を無視しては成立しない。この点桑も例外ではなく，桑に対
(17) 

する風害予防法試験が行なわれ，根刈桑樹の場合曲枝結束することによって，風および潮沫による被

害をいちじるしく軽減できることを認めた。
(15) 

また，暴風後の再発芽促進についても試験が実施された。
(35) 

病害虫関係では，ダニ・スリップスに対する天敵についての生態的調査，天牛・蝸牛および赤渋病
(13) (21) 

等の駆除法が検討された。とくに夏秋期に激発するクワノメイガの駆除試験では，細竹による誘殺法

が効果的であると述べている。
(18,32) 

桑の採種は一般に夏秋期に多いが，これを翌年の播種期まで保っため，桑種子の貯蔵に関する試験
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が施行され，塩化カルジウムによる方法を提案した。
(33) (36) 

シマグワの発育•生態に関するものとしては，休眠と発芽現象，沖縄桑の性状，沖縄桑の周期性な

どの研究があるが，詳しくは後でふれることにする。

以上のように沖縄における桑の研究は，内容的にみて現場対応のものが多く，栽培技術の体系化へ

結びつく成果は得られていない。

一方，これ主で桑に関する栽培学的研究は，ヤマグワMorus bombycis KOIDZ., カラ

ヤマグワlVfor u s a I b a L INN . , ロウソMorus lat if o l i a PO I RET 忙ほぼ限定さ

れ，シマグワについては現地以外では研究の対象として採用されることは少なく，僅かに 2・3の報
(2,3,6) 
文があるにすぎない。

3. 調査結果と考察

(1) '. ンマグワの生態と分布

1) 、ンマグワの性状と分布

桑属Morusは花柱の長さや柱頭における毛・乳頭突起の有無によって細分され，ンマグワは長花

柱類DoI i ch o s t y I a e のうち，柱頭乳頭突起類Papillosaeに属する。
(n) (9,10) 

小泉，堀田によれば，「ジマグワは樹皮が褐色もしくは暗褐色を呈し，芽鱗は 4個を有し，葉は

膜質または革貞で全緑あるいは裂葉がある。

葉の上面は乎滑で光沢があり，下面は通常無毛であるが葉脈に白毛か稀に汚黄色の密毛を生ずる。

葉頭は尾状または長い漸尖頭もしくは稀に漸尖のものがある。

表皮細胞の房状体は尖頭であるが，とき忙は鈍頭の例もあり，雌花は有柄で花柱は長く 1~ 2mmを
示し，柱頭の内面に微小た毛あるいは乳頭突起をみることがで苔る。

桑楳は球形または長楕円形で，熟するにしたがい黒色となる。なお，本種には野生系 4品種があり，

3 0以上の栽培品種が存在する＾＇と述べている。

沖縄に自生している在来桑は，アマミグヮ Morus amami ana NAKAIととも紅シマグワ(l>-

(2) 
変種として取扱われ，遠藤はこれを琉球島桑Morus cuspidata var.Loochooensis 

YENDO と命名した。これが一般に沖縄桑とよばれている。

これさで‘ンマグワは， Moru s a s s t r a l i s RO I R. , Mo r u s au s t r a l i s v a r . 

glabra KOIDZ. ex HOTTA など幾つかの学名が付されているが，沖纏における生態

と分布については，なお不明な点が多い。

もともとジマグワは，ヒマラヤ地方，中国南部，台麓，先島群島，沖縄諸島，奄美諸島および屋久

島，種子島等に分布するとされている。

筆者らは，主として栽培上の見地から沖縄諸島および先島群島全城にわたって，ジマグワの性状と

分布について調査を実施した。

その結果，花，葉形，樹枝の性状，樹色その他から沖縄忙分布する自生桑・宅地桑がシマグワに属
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することを認め，変種がきわめて多いことを知った。

沖縄のシマグワは，地域によって形質上明瞭な差異があるこ。そこでこれ

）と沖籠諸島のもの（以下本島系）に大別することを試今た。

先島系は，全般的にみて築形が大ぎ〈生長が旺盛で，質• 鼠とも rこ艮好左ことか

われる個体が多かった。先島系が多〈分布するのは，石垣島趨竹富島災黒島ぶよ

ぷ｝ である。前述のよう

3 0 ~ 5 0年の巨大な宅地桑が今な く残されズi/¥る＼写真 1)。

これら ，山野・路傍に自生している幼樹を採取し移植したぶので？

り，人為的な選抜は匠とんど行なわれていない。したがって，

のと宅地桑とは，基本的には同じものと考えられる。

先島系の諸形質について，調査・観察した結果はおよそ次のとぶりである、）

a)個体変異がほとんど認められないもの。

〇 樹色：黒褐または暗褐色。

0 葉序：％

0 芽の性状：黒褐色で三角形または長三角形。

0 節間：比較的に長いc

o 葉先：尾状のものが多い。

b)個体変異の大きいもの。

〇 葉形：卵円・栴円・長楕円・心臓の各形状がみられる。

〇 葉柄長：中位または長い。

〇 欠刻：全縁または多裂葉。実生の幼樹には，多裂葉がきわめて多く発現するが，樹齢とともに

に自生している杢

全縁葉となり喬木には全く裂葉はみられなかった。しかし，喬木の基部に裂葉が混在している

例があった（写真 2)。

〇 葉底：心脚．祓脚。

〇 鋸歯：鈍・乳頭。

c) その他

性については， !i?0同株・異株と双方が認められ，伐採などの人為的操作，または台風などの被

害によって不時の開花がみられるなど，季節あるいは枝条部位で性の表現は複雑であった。

主た，桑棉は黒紫色と赤紫色の 2種があり，概して黒紫色のものが多い。

本島系は，主として沖縄諸島に自生しており，一般に小葉性（卵円形）でわい小な腋芽が多発する

など，栽培上不利な形質のものが多い（写真 3)。

しかし，沖雨本島北部および久米島には，先島系に類似した形質をもつ桑樹が僅かながら混在して

いる。このような優良形質の桑は，本島系の主体を占める小葉性とともに古くから分布しているのか，

それとも先島系の導入により自生桑との自然交雑の結果生じたF1あるいはFzであるかは定かでな
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vへ。

ての聴取り調査紅よると,1 9 2 7年頃養蚕振輿の波iてのって八直山列島から桑種子を移入し，

これを播種し実生苗を農家尻配布したことがある n もし，これが事実とすれは沖縄諸島に分布する大

八重山列島から導入された

では，生長が旺盛で光沢のあ

吃和初胡すで忙先島系の

久米島上里氏） 0 

左裳翌沖縄桑 3号は，

ワが栽培上はも

いC

よび，小葉性のものを「石桑」と称し，

り努蚕飼育の点からも優れていることを峠験して

とされているが， 1号・ 2号と同じように

lone separation 匠よって育成されたもので，現在ではその識別は困難であり保存されて

いない。

以上のように瞳者らは，栽培学的立場から沖縄lf[分布するンマグワを，先島系と本島系に分別した

が，これについては今後さらに追及する必要があろう。

シマグワの発育とその特性

ジマグワは，主として亜熱帯地万に分布するため耐寒性に欠けるが，潮風害に強く周年緑葉を沿生

し，休眠期間が短か〈，頂芽優籾に支配されることなく容易代肌笠芽が発芽する。

枝条は展開・臥垂性で直立するものは少なく，葉序は％を示し概して全緑葉で，節間は一般に長い

などの特徴をもっている。このようなシマグワの特徴を知ることは，桑の栽培技術体系を確立し，蚕

飼育計画を作成するうえから重要なことである。

熱帯植物の中には，年間を通じて発育を続け周期性を示さないものがあるといわれているが，沖縄

におけるシマグワは葉芽の形成，枝幹の肥大・伸長などが断続的に行なわれ，明らかに周期性が認め

られた。すなわち，、ンマグワは発芽• 生長に自ら緩急があるものの休止することなく，周年にわたり

緑葉を着生しいわゆる常緑樹的様相を呈する。

発育の周期については，短期間の滞在であったためその全容を明らかにすることは不可能であった

が，枝条の性状，とくに側枝の発生，節間の長短，花芽の着生状況などからみて，年 4回の発育段階

が考えられる。

第 1回は 2月下旬~3月上中旬，第2回は 5月下旬~ 6月中旬，第 3回は 8月下旬~9月上中旬，

第 4回は 11月中旬~1 2月上旬にそれぞれ腋芽が発芽し，側枝に生長する（第llー 3図）。

しかし，第4回目の発芽は必らずしも明確ではた＜，第 3期に発芽したものがその古ま越年し，第

4期に入る例も少なくない（写真 4)。

このような腋芽の発芽は，地域によって若干の差がみられ，台風や干ばつなどの気象災害，伐採等

によって大ぎく変化することは前にふれたとおりである。

要するにシマグワの生長は 4期vc分けられ，少なくとも 3回腋芽の発芽がみられる。

腋芽の発芽は，それぞれ時期によって発芽数に差があり，第 1回はもっとも多く 5~8本を数え，

回を重ねる胚つれて減少し第 3回には 1~ 3本と推定される。さた，腋芽の発芽は頂芽伸長の有媒忙
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関係なく行なわれ，新しょうが 50 

cm以上伸長したと苔や 30 cm以内で

萌芽するものなど個体差は大きい。

発生した側枝の伸長は，第2期

（夏枝）がもっとも艮好で，第 4期

（冬枝）の 12月~2月はきわめて

緩漫なようである（第ll-4図）。

こうして発生した枝条は，その都

度花芽を着生するが，同一個体でも

性の表現は同じではなく，枝条部位，

開花時期忙よって旱， 'i-'o, oを着

生し，周年的に関花結実する（

5)。

、ンマグワの発育周期については，

これまで十分な研究は行なわれてい

ない0 この理由としては， マグワ

の個体変異が大きく，対象となる桑

品種（同一形質の集団）かないこと

気象災害などにより正常な性状が把

握しVこくいこと，現地如適当な研究

の場がないなどが考えられる。いず

れにしても今後解明を要する課題の

一つであろう。

、ンマグワの性状および発育周期侭

ついて，山下は次のように報告して

いる。

a) 沖縄桑訂：年内 VC4回発芽し，

その時期はおそそ 2月20日， 5月

2 5日， 8月 10日， 11月20日

である（沖縄本島）。

b) 沖網桑には副芽は存在しな

い。これは発育の周期性と関係があ

沃山下氏の表現をその注主使用した。

TI-3図 シマグワの発育周期

(3) 

If-4図
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その都度旧枝の基部は落葉する



ると思われる。すなわち，副芽の形成は主芽が損傷をうけた場合，これを補填する役割をもつようで

あるが，沖縄桑は年数回にわたる葉の交替時に一時的休眠芽が枝条に累増するため，芽葉の損傷に際

しこの一時的休眠芽が直ちに発芽するので，副芽を形成する必要はないものと思われる。

c) 花芽の形成は発芽回数と同じく 4回で，時期によって多少の長短はあるが，開花後 50日～

ti 0日で熟期に達する。きた，熟期には枝条の伸長は停滞する傾向がみられる。

落葉も年 4回繰返されるが，個体あるいは枝条によって早晩があり，その詳しい判別は困難

であった。しかし，発芽前 15日~2 5日になると枝条の基部より落葉をはじめ，発芽後 20日～

3 0日で旧枝条の桑葉は厄とんど落葉し，この頃生長の主体は新しょうへ移行する。

e) 植付け 3年目，自然放任の桑樹を切断し，その組織を調べた結果 10余の輪を認めた。これ

は偽年輪というぺきもので，牛長の周期ごと尻形成されるものと思われる。

以上の報告は，自然放任の立木について調査・観察し あり，研究材料と適否，研究方法な

ど多少の疑間は残るが， シマグワの研究を進めるうえで一応の参考にはなるう。

このようなンマグワの特性は，仕立形式， ・方法・回数，肥培管理法など，栽培全般忙大

き〈関与するので，必然的に本土と異なった沖縄固有の技術体系が策定されなければならない。

3) 沖縄の気象条件と桑

沖縄は北緯24°(波照間島）から 27°( 南方）〗東経 l 2 3°(与那国島）から 133°

n~s 図 沖縄地方とシマグワの調査地点
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（北大東島）夜でに分布する諸島，小島，環礁から成立ち，北東から南西方向に凸面部を太平洋忙向

げて孤状に連なっており，いわゆる坑球孤RYUKYU Arcを形つくっている（第 lI-5凶," 

したがって沖逓 ，湿潤亜．

切，；.. る 〈，月乎

では

｛乙 しか

た，年平均湿度は

〉を元し，温暖地の
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つQ
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匹

J ではどれ以上とみられるので，沖蠅では

じて桑は発育許吝
"J 

広、
rぁ

吐、Ir
",, と 9 といえよう⇔ や

f
ノやぶ ャ0irf 

・ヽ
9
}
了

る くも，

わち，ジマグワ

における蓄積を妨げていると思われる。

侭あるため，ンマグワは事土桑と異なる発育形態を不ず｝す

していること vcこって芍鷺時光合成を行だい物質生圭・分酎

し本士では， 気品の差~が叫唸としてい三合～『；

れ， 1年を 1周期とした生育を示J・u

；ご）
 

名 ぎ/春の発芽や夏切り 夜貯蔵養分の厨閲仄よ

しく，物質生産・分配・

，に土桑を貯蕨展閲型と称した。

雨tfrli, 年麿l2, り（）じ疇~2、50 0符寛を了し， G月がもっとも名〈

で29 0 符筑校達する（第 ll 、~7 凶））このよ〗に年畠i でみる限りでは，

であるため裕

4
 

t,3 ゜
1
4
 

〈しかも

仄姦ける 20 ，石垣島で 46回，

かぞえた（第 fl,-, 8図）へ

このよう忙先

しかし，

に平均 2~5回

られる乾期・ はなく，余程のことがない隕り

3 3 Omm, 

雨とは思われ

い。また，

では 17回を

る、9

ら

る。

桑が順調な生長をするためには，月平均 15 0 111111程度の降雨麟が望ましいとされ，桑圏の場合 1日
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6が澤といわれている。沖籠ては前述のよう

叩てあるため土壌・桑葉水分の発散が多いものと

ん害対策をあらかじめ考えて翡く必差があろう。

どその

ょ さけ難い。台風によっ

なものかある、9

Ii、心.9図に示すよう爪，沖麗では l9 ;3 1 

れる。したがって，桑の栽培にあたってはか

し，その約 70%は 7月~9月

速は 85m忙達した例もあり，

と

し， l2月'"5月は苔わめて少ない。しかも，最大瞬間風

てはご土の応ではない。

て，これまでの紐究尻

ら19 

し，

Om/seじ

の30 

によ

いことや，

受け折損・落葉す

VC l 1 6回の台風が

が翌 2Om/sec 

辺）

では落芙し亨~ らに 25m/sec 以土iこなる

の例であるが，ャ峠直匹わ

ぁt)
るという。

らみて，そ

の主相はかなり本土の場合とは異左るものと想｛象される）

シマグワは，樹姿が臥詣吸分枝する性状を有し， いため台風の被害を最少限に

留め， ることなく，

の旺盛左ことは，台風による潮風害の軽減

蚕用桑が確保され， 1カ月

にしても沖縄では，大小忙かかわ

て気飼育vこ（共用できる利点がある。とくに再発芽機能

勁ぎをし， 7月~9月の例では落葉後 2週間で稚
4 ,15) 

よる被害はさけられないので，桑園造成にあた

っては地形について十分配慮するとともに，桑品種の選択，防風林・うねの設定，仕立て・採葉法の

，枝条の結束，網かけ法の実施など栽培上の回避策が大切であろう。
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Il -9図 沖縄の台風通過回数 II --rn図 沖縄の日照時数
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月別一9

日照時間vてついて入ろと翌冬期間は比較的曇天の日が多く，石垣島では 11月から 5月主

• 鹿児島より少ない。反対忙 6月から 10月夜での夏秋期は，晴天の日が続含日照時間は多い（第 l

-1 0図）。

桑の発芽•生長は，日長・温度等の影響をうけるが，その反応は桑品種によって一様ではない。そ

こで畠，これを感温型・感光型および中間型の三つに区分することを提唱し，＇ンマグワはロソウと

ともに感温型に属し，その発育は日長よりも湿度の支配をうけ易いと述ぺている。この結呆について

は，今後さらに研究を要するとしても，上記の日照時間からみてシマグワの発育に日長が大ぎく関与

しているとは考えられない。

(2) 優良系統の収集と保存

1) 優良個体の収集

沖縄各地の宅地桑や自生桑の中から形質の優良なものを検索し，これを収集するため先島群島・沖

縄諸島を踏査した。

｀ンマグワは，形質的に変異の大きいことはすでに述べたとおりであるが，宅地桑は 1樹ごとに差異

がみられ，その来歴も千差萬別である。

宅地桑は養蚕業の歴史を物語り，その樹齢はときとして入植の年代を示す。八重山地方には，大正

末期から昭和にかけて他の島々からの移住者によって開拓された入植地が多いが，当時養蚕振興の波

にのって家屋の周辺には積極的に桑を栽植した事例が多い。

しかし，宅地桑の起源については明らかではない。聴取り調査によると，明治後期すでに沖縄各地

に宅地桑は存在しており，与那国島では 19 1 7年頃栽植されはじめ，徐々に増加し大正末期から昭
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和初期 (1925~1930)にかけ養蚕の普及とともにもっとも多く栽植され，当時のものが村落

を包む形で残されている（写真 6)。

八重山地方は宅地桑の宝庫で，島内至る所に樹齢 40~  5 0年の巨木が現存している。これらの宅

地桑も 19 4 0年頃栽植したものを最後に，養蚕の衰退とともに少なくなり，現在仕立て育成中のも

のはほとんどない。

宅地桑は，蚕飼育に供用するとともに生長の旺盛なことから，防風・防暑の役割を果す。その大き

さは，樹齢•発育の良否により多少の差がみられるが，概して主幹高 2. 0 m, 幹径 0.3~ 0. 5 m, 樹

冠半径 3.0 ~ 5. 0 mで，古い樹は文化財として大切に保存されている（竹富島）。

なお，宅地桑は幼樹のと含若干手を加え喬木仕立とするが，樹型完成後は自然放任の形をとるため，

一般に葉形は小さいが伐採した部位には大型業がみられた。

自生桑は丘陵地・路傍•海浜または内降部の平坦地に分布し，山岳傾鉗地（西表島）には比較的少

なかった。これらの自生桑は，烏獣・人畜・風などによって種実が伝播されたもので，草本性植物お

よび低灌木の中には多いが，樹高の高い木本性植物の中には含わめて少ない。

また，自生桑の形質は大きな地域差が認められず，宅地桑と同じように幾らか個体差がみられる程

度であった。

このような宅地桑• 自生桑の収集は，栽培桑としての良質多収を目標として葉形•葉の厚薄・葉色

・光沢•葉序・葉柄長・節間・樹姿・芽の性状・雌雄性等を中心に観察・記録のうえ行なった。

主た，優艮形質の中で着棋しているものは，枝条・葉とともに熱研沖網支所へ持参し精選・調整し

た。

収集したジマグワは，第 1Iー 2表のとおり 20個体である。

2) 桑の｛呆存と栽植

採取した桑枝条は，これを増殖するためほ場でさし木・接木を行なった，すなわち，比較的太条の

ものはさし穂に，小さいものは接穂として用いたが，同一個体で量的に余裕のあるものはさし木・榜

木双方とも実施した。

さし木は常法によりさし穂を調整し， 3月 2日・ 6日の 2回にわたって行ない，黒色ピニープレでマ

ルチした。接木は台木として適当なものがなかったので，東京（日野）より移送した交雑実生苗の根

部を用い， 3月 6日・ 10日に袋接を実施した。

収集した桑種子は，第lIー 3表のとおり 15個であるが，調査およびほ場の都合で代表的な 2個体

をR7 (蚕試九支産）とともに熱研沖縄支所のほ場に播種し，残りの個体については蚕糸試験場（東

京・熊本）へ今後の研究材料として持ち帰った。

一方，沖龍忙おける本土桑の発育•生態を知り，その適否を検討するため，ーノ瀬厄か 4 品種およ

び交雑実生 4系統を東京より，さらして、ンマグワ 2系統の桑苗を屋久島よりそれぞれ石垣島へ移送した。

これらの桑苗は， 2月 23日熱研沖縄支所の（，疋場にうね間 3.0m, 株間 0.6 m , 1 0 a当たり 555 

本の形式で植付け，その直後地上 20 cmで苗幹を切除した（第 lI — 4 表）。

-・31-



第
JI
-

2
表

し
ま

ぐ
わ

の
現

地
選

抜
の

性
状

概
要

(
l

8  

¢  2  

選
抜

記
号

採
取

地

|  3 2  ! '  
I
 0
 

1
1
 

1
2
 

1
3
 

I
 4
 

I
 5
 

1
6
 

1
7
 

I
 8
 

I
 9
 

2
0
 

1 2 3 ` 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7  

0 0 0 0 0 0 0  0  0  

0 0 0 1 3 1

ー 1 1 1 1― ― ― ― ― ― - i ＿ 一 ｝ ― ＿ - ＿ ＿ ― ― ―

3 3

 

7 " ＂ 7 , ＂ ， ＂ " , ＂ 9 9 9 , ＂ “ " ＂  

M y

 

宮
古
•
平
良

,, 
.

 城
辺

石
垣
•

吉
原

“
 • 中

筋

,, 
.

 荒
川

，， 
• 
吉

原

"
 
.

 伊
土

那

，
，
。
栄

与
那

国
・

桃
原

竹
富

・
東

届
敷

9
 

・
仲
筋

石
垣
•
石
垣

ダ
・
登
野
城

'
 
.

 伊
原

間

採
取

月
日

4
 8

 

2
.
2
7
 

ff
 

3
.
 j

 

葉
序

3
.
 4

 

3
.
 6

 

3
.
 8

 

3
.
9
 

形
I大

呑
さ

~
 

心
臓
，

中 大

楕
円

卵
円

心
臓

楕
円

心
臓

楕
円

心
臓

卵
円

楕
円

心
臓

卵
円

心
臓

楕
円

心
臓

中 大 中 大 中 大 小 大 中 大 中

色 ― 濃 緑 漫

葉
の

形
状

I
 

五三
□竺！

強
！

無
滑
i
+
 I

・全
I

 
,
 
"
 I
'
!
 

少
1 '
 

--
・・
j 

無

中 強 中 強 中 強 中 強

中 滑

厚 中 厚 中 厚 中 厚 中 厚

，  

全 9 全 全

葉
先
l

葉
底

二： ,
 i
報

醐

;; 
i

 

鋸
歯

乳
頭

鈍
頭 口

長
三
角

三
角

浅
心

祓
脚
I

深
心

1
乳

頭

浅
心

I

裁
脚

鈍
頭

浅
心

，
 

9
 

乳
頭

裁
脚

鈍
頭

浅
心

鋭
脚

浅
心

祓
胸

1
乳

頭

鈍
頭

乳
頭

側
主

主
豚

側
主

主
詠

側
主

主
詠

側
王

主
詠

側
主

長 中 短 中 長 中 短 中 短 長 中 短

長 中 長 中 • 長 中

雌
雄

考

短 長 中

褐
I

黒
褐

長
三

角

褐 黒
褐

長
三
角

三
角

長
三
角

三
角

外
向

平
向

密
清

外
向

密
着

外
向

乎
行

密
着

平
行

外
向

密
着

I平
行

長
三

角
，

密
着

愚
褐

赤
褐

赤
褐

黒
褐

赤
褐

黒
褐

備

Q  ゜
~ 0 Q

沖
縄

2
号
？
（
袖
山
農
場
）

直
立

性
(

 
'

 
)

 

先
端

2
裂
葉
（
川
洞
氏
栽
培
）

発
育
良
好
（
宅
地
）

宅
地

葉

原
野

自
生

宅
地

桑

原
野

自
生

巨
大

葉
，

原
野

自
生

原
野

自
生

＄ ~ 旱 ~

先
端

2
裂

け
象

野
自

生

宅
地

桑

分
枝

角
度

鋭
角

，
宅

地
桑

種
子

採
取
.!6:

3
'
宅

地
桑

，  ＇ ゜8 i  

瓜 仮

桑

” 9 地

' 宅

，  
Q s ' 3 8  



第 n~s 表 しまぐわ系桑種子の採取 (1973)

5ペベ Ii I II 葉形厚葉のざ '1，葉柄長- 節間 配付先 備必 考 一

楕円 厚 が 中 九州 石l担O市cm石垣，樹令古いが桔れ込んで再発径約

心臓 中 短 長-- 九州 石垣市石垣

楕円 9 長中 本場 ,'  

- -- — 一 本場苓九州・熱研 ' ' 

心臓中 中 中 本場 g 登野城

惰円 厚 短 が 九州 ， ＂，石垣地方気象台，葉は小さい s

心臓 g 長 ' ' ,, ' '樹令40年，葉は中型

楕円 中 中 長 本湯・九州・熱研 、 ＂，樹令 30年，葉は小さい。

，' 厚 § 中 九州 ， ff'街令 20年，藩様少な＼』、

が 中 1I 長 ，, 本場 9 伊原間雇令 30年

' ~ ~ 9 竹富町大原（西表島），街令 30年

: i-淳，中 ー ］し、外， ： ： 
" ― § 竹富町竹富島 ， 

K7 一口 ，楕円 中 熱研 蚕試九州支場産しir3l62X,f(3! 37のF1) 

2 4日目 (3月 1(j日）の発育状況は，ーノ湘，しんいちのせ，剣持および交雑実生船心

仮 4は発芽が斉ーで，新しょうの発育も良好であった。とくに交雑実生fC.3,IC.4は新しょう長が

1 O~l 5cm, 8~1 0開葉を示し他の品種より伸長は優った。

これに対し，わせみどり，交雑実生JC.1は発芽が不斉で，伸長も不良であった。このほか，、ンマグ

ヮ（屋久島系）は，植付け前すでに発芽して姦り，植付け後数日目に枯死落葉し，再発芽寮で筐至ら

なかった。

なお，良好な発芽・伸長を示したーノ瀕の中忙は，新しょう葉の萎周ずるものがあった。これは比

較的鷹湿条件のため，地上部の発育が促進されるのに対し，地下部の発根がともなわず，養水分の吸

収が十分でないことが原因と思われる。

このように桑品種によって，発芽•活惜の成否，発育の差がみられるが，今後どのような生長をも

たらすかは，輿味ある問題である。

このようにして栽植・保存したものは，さら忙蚕糸試験場，熱研沖縄支所の協力により調査•研究を

を続け，優良桑品種の作出，合理的な栽培法の確立へと前進することが期待される。

(3) 沖縄における桑栽培の実状

沖縄では桑品種の選定，桑苗の増殖，桑圏造成，仕立て・採葉法，肥培管理など解決を要する数多く

くの技術的問題をかかえ，模索しながら養蚕の導入を計画・実施している。

行政，指導上の間遠は別に譲るとして，ここでは桑栽培の実態と技術上の間題点について述ぺるこ

とにする。
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1) 桑苗の増殖

沖維では養蚕導入にあたり，桑品種の選定と桑苗の増殖が関係者の間で悩みの種になっている。

そこで現地では，とりあえずンマグワのうちから形質の艮好なものを選び，これを優良沖縄桑とよ

び，主としてさし木によって増殖する栄養体選抜法や優良母樹から種子を採取して実生苗を作りその

まま利用する央生法などを試みようとしている。

つまり，

①・・・・優良個体の選抜→個体の比較→さし木（接木）→分生個体群の増殖→移植

②・・・・優良母樹の選択（宅地桑）→採椙→採種→播種→育苗→移植

の形式をとっている。現に久米島，宮古島（乎良市・城辺町），石垣島等では，広い面積 (3O a~ 

8 O a)の公営の実生圃，さし木苗圃，自生桑の保存園を設け，桑苗の生産・配付を実行している。

だが，これら苗圃の生産効率はぎわめて低いっその理由は色々あるが，栽桑について経験のある技

術者が皆無に近いのが最大の原因であるう。そのため思わぬ失敗も犯しかねない。その例として実生

苗の生産があげられよう。実生苗の種子は，主として沖囃本島北部の国頭村に求めている（乎良市・

石垣市）が，本島ぷよびその周辺の島々には優良形質の母樹は少ない。にもかかわらず，この地方か

ら採種するのは，採楳か物理的に容易であるという単純な動磯からである。これでは優良個体の選出

・増殖は益々困難になろう。現地で見閣する限り紀おいては，旺盛な熟意とは逆に実生の発芽率も低

〈（石垣市，久米島仲里村）発芽したものの形質はよくない。このようなことは容易にさけられる問

題であるが，それを指摘し改ためる

ま し

されていない。

で，播種前の土壌消毒，深耕，施肥等の土壌改良は行な

われていない。そのため，発芽後の伸長も不良， 3cm~ 5 cmで枯死（立枯病）するものが多い。

l 0月 ~l 1月筐行なわれ‘ている，これは 7月~9月の白風尻よっ

（発芽していない芽）が発芽•生長しそれ忙多数の棋を着生するため，採棋が容易であること

によるという。

印縄蚕試の報告では，播種期としては春播 (2月下句~4月中旬）がもっとも成績がよいので，秋

ある。また， つ

ワ 3~4 

ないため，育苗筐 2ヵ

パ結実するのでと

ある 2~4月定で

となる。前化も述ぺたように，、ンマグ

すれば， 2~3月に採種し， 4月忙播種し

得ることがでぎよう。

9 3 0年当時， における桑苗の生産は，約 90佑 で取木苗がこれ忙つ であっ

これにさし木苗が加わるとしても実生苗への依存度は高いものと考えられる。したがって，

優良母樹の選定，春播の励行，苗圃の消毒，土虚改良など早急に実施すぺ含であろう。

さし木は一般に自生桑からさし穂を採取し， 11月~2月忙多くさし木しているが，一定ではない。

活着率は 7% (城辺町）から 90 % (平良市）まで巾は広いが概して活着率は高い（写真 7)

不良の原因としては，さし穂の選択が考えられる。さし穂は山野に自生するものの中から枝条を伐
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戻し，大小，長短， 〈尺とん

はこのような場合に多くみられた。

さしたものは． 3
 

目に相当する生長ぶりである。したがって，

あると思われる c

（疋さし穂として利円

し枝条の展開かがられ，一見

を前提とするよりも＄

匁,jv.> 
勺 gミ文さ

、'ゞ
i 姦
ヽぎ

をとるとず旦は念当面の唱直とし

し した枝条を，さし穂と 2--

合'l~, .. \•>o 

だだ，

｀古条ぎし木去をその支注適用するには疑間があるので，さ

あろう。

実生姿さし木による心か，自生桑の中から形質のよ

もあったがさこれは労力を要し一般的ではない。

/
9
 

'，し

以上索桑の噌殖匹つ

のジマグワの中か

として

と閏退点にふれたが，沖蠅に適する桑品種が選出去れる 1で，t'現存

を選びぎこれを母樹として桑苗の確保を図ることになろう,)

s ンヽマグワ (7)特性，気象条件たどからみて 4 ぎレ木を主体としこれvこ実宅

法を併用するのが適切である。これら

いうまでもない。

2) 桑の栽植と

ついては， れているこどは

るには s を伸ばすとともに， を増加させることが好

克しい。

ジマグワは本土桑と異なり，流抽的な生長を示す戸め，直ちに本土の因式を適用で合ない面がある 3

ずなわら，

は左、，

れるが，、ンマグワは本土桑乞よう＂て恒立!.

こ けるンマグワの

ることもあって， 長の実態

は，別の観点から独自の図式 ることが必要で

ともと

ヽ
r~ 

又
~
 

る

も

ー

ら

唆
り-た

忙主力をぶ〈ぺ虹であらう 3

，桑の性状，発育，地下部の発育圏などを主軸忙，

して決定すべきものである。

現在，我が国では一般に 20 X 0. 6 m = 8 3 3本/1 O a 

か，ンマクロの場合象その性状からみて 1O a当たり 1.0 O 0本前後のも

されている桑圏は，うね間が 180~250

く採用苔れている

られる。

採用しているが夜各せ

うね式 (2.0• L O m X 0. 6 m = 1, 1 1 l本）を導入するのも一法である。なあc';ンマグワ

度・形式については全く研究資料がなく，今後の課題として残されている（与貞 8)。

主た桑園の造成匹ついては，自然保罰の立場侭たって十分考える必要があろう。これ主で本士の例
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・ごみる

も多々

沖帽

し咋又つ作目

りむしろ

のも，

A

り
J

衣
i

した例も左しとしな

れ§ 環境味全忙貢献

な

を示し，容易仄ぞけ入れら且ら証庁でもあ

あたっては単 j文

hノ左

［てついては｝

え風の抵抗を麗減する方向を虞ぶ

も必髪となら j◊

なふ、夕造成匹あたっ

る。

を果しているといえ

れ，自然の生想系をそこ左い，それ

しかし予士壌保全忙

3) 仕立・

仕立方については，高根刈咤たは中刈網けん式が望ましい,,

あえて中刈無けん式を提唱するのは，次の理由からである。

第 1はジマグ；フの性状てある。',わなわち，枝条の臥垂・分岐性と

工桑とちがっ

泥桑となる

第 2の理由としては，

あり，

4 5噂 -~6Ocmの高さであれば登国は土壌面と枝条訊）月JJfて分散し枝葉へり抵抗は弱くなる、」

これ紀反し根刈りては，＇風を全面に受け被害は噌大するちのと准桑され

昧面の高低と

を示すことである。

9ごついては，

するこ

ご低下を招〈

左》勺成果を ~ しヽなヽ ） 

、［呆全か 目

ペ:- -ゞ
芯

l eノ

，自

, v, 心-,,｝ 

ご

？醐風事を防ぐた 苗冗

ついては，

くりの

''-"るぺ〈且杉肛丘 i八土地利用をバ

りでな〈，土；壌iJ)流出をぎ

：ない。一般!Jり筐

るc

と

じる（写真 9)。

に差があり，本

より物淫

てある 3 徒らに株面を高くすることは，好主しいことではない

が高くなれば凰の抵

抗も強くなり，風害を助長するものと考えられ，ほ幹式仕立を想定ずる｀うだが，

巨大な宅地桑が残っていることからみれば，

の導入も十分検討に価するの

固執することな〈，中刈無けん式仕立

されるが，一応の目安は 3 〗 cm~ 4 0 cmとするの

1 1月

に育てるようにする。

3
 

につ

9: 
し 9~ 

した心のは，翌春第 1I叫目の

1 .5 cm~ 2 0 c加を残し，これを支幹

筐使用する。なあ、，多幹式仕

立についても検討の余地があろう（第 ll- 1 1図）。
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Il -11図 シマグワの仕立方

,_ 1 9 5 4~1 9 6 3年C1 D年間〉，石垣島一

1931~1960年(30年間），琉球気象台一

3 0~4 o cm 1 5~2 o cm 
9月中旬

（台風後）

植杓け直八 6~7月 月中・下旬

（台風時前）

9月中旬

（台風後）

l 0-1 l月
（杭定め）

（採葉）の砕心―i必 u:{り［は，栽培桑の性状，生長周期などにもとづき決定するのが合理的であ

合っさ

呻罷

こf,9 

と`し

第 : 2月下旬~<3月

2 I' ; 4月下旬

'; 月から 3目上

え
2に―

ツ

れなければならない。

4同の飼育か行左われ，地城忙よっ

よそ次のとおりである。

第 3回揺立期： 9月中旬

り 4

ジーズンしては，蚕飼育は行なっていない。これは台風をさげ

れた。主た，年 4回

日n
 

ツ
3

口
勺

す吝
gi）

 
+{ 

9
,
i
 

令

J
9
,
 

^
.
9
 

ることにもよる。

ずるが，

0月下句

しょうの基部 2~3

を行なう場合，第 1期の収穫対象となる枝

を実施し

とされている（石垣島）。な森，

では， 4月.6月.8月・ 11月の 4回収穫区がもつとも適当であった

としヘノ 0

今後，大規模養蚕を指向するとすれば，全伐形式，収穫回数については蚕飼育時期と

検討が必要である。

全伐形式は再発芽機能の高いシマグワの特長を活用しているとはいえ，桑の生長解折，伐採にとも

な
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なう生埋的変化，病害虫との関係など未解決なことが少な〈ない。これまでのように宅地桑あるいは

自生桑による小規模の飼育では，問題はなかったとしても，集団的に桑固が造成された場合，予想も

しない事象が惹起される懸念がある。

したかって全伐形式は，各蚕期ごとしこ行なわず 2 回ぐくい忙留め，交互伐採• 間引き法の導入を図

り，さらに用途別桑涼］の設定等を考慮すぺきであろう。このようにすれば輪収体系の確立も ぁ

り， 4回の収棧に留まることな〈，収穫法◎ 桑園の組合せ筐よっては， 6国~8回の採葉（多回育）

も容易考えられる。

なぶ，｀ンマグワを利用する限りして翡いては，現在のところ条桑刈取機の採用は考えられない。

4) 沖蠅の土壌と桑圏管埋

応ともと沖網の土壌は， ドソ Jレ性上壌夕赤褐色土壌，グライ土壌， ど忙総括さ

れ，耕地として利用されている土壌は，赤黄色ポドソル性土壌と赤褐色土壌である。

ドソ ーし
ふ
沿ム、つ あって，

祝がいちじるし〈，酸性を呈し，養分保持力は低い。

く分布し，段丘面の周辺では比較的土層が浅く，

ころもあるが，段丘面か

ずるが，下層

るにつれて土層は深くなる。こ

なっている。

られ海

していると

，表層は弱アルカリ＇性を呈

，主要養蚕地帯と目される八重山群

島では，自然の肥沃度は概してよいが，物

しい状態

ない。化学性では主として石坦島に分

化する石英岩・花固岩• 変成岩土壌と応

PHは4.5 ~ 5. 0で，全窒素含量も低〈上:.

壌からの堡素供給は期待て苔ない。芍た，

介
~
↓
，

4t 
500~600でりん酸

多〈

第 II-5 主要土壌統の三相分布

これ仇対しさんご石

9 0 %を示し翌

は少な〈，りん酸吸収係数は 1,0 0 0 

りん酸も比較的高いものが多い

（第I!--5 , 6表）。

一般に桑の場合，生育に必要な土層の深

さは 60 cmとされ，粗孔隙 15 %以上，気

相の酸度濃度は 10 %以上が望ましく，土

3(0-15) 49 
石垣

l(O~l :i 43 1:l 

安山岩土壌 50 35 1 5 

沖 積 土 壌

サンゴ石欣岩士壌

宮古 52 39 ， 
37 22 41 

57 3 4 i 4 2 

37 21 
42 I 

2 (13-46) 42 26 32 

庄） 土壇調杏報告善（琉球政序農林局， 1968年）
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2 0 mm以下（山中式）が要求される 3 注セ，化学性筐ついては， PHii 3前後，

り鴨以上,0. 2 N HCl 可溶りん酸• カリは 20 

たり国定した形で生長・

は不工『詑に五いv'.)て，

帽

► -v L 4[ぐ

1 0 0 /r以上がよいとされている。

閏耀では盲肛応のよういr島しょ応よっ

己し文間題とし［は心翠且

カの付丘に［島係するととも

〈しこ亜熟警地方では，

しては，網肥秦

ては稲わらの入手が困難な

したぶ

，それ図祖応し

らない、'

ぎいと唯定されるので， 1O a当たり

と左ろり。幸い沖雌では度サトウキピの

うね間マルチすること図よって姿

記料の崩用については？、／マグワ 0発育，反穫の時斯・

きわめた上で具体的に決めることが大切である。しかしなが

りノ

ことが好さしい-,

げられる。血！］麟

サトウキビしうほか忙ギンネムの利用が考えられろ（写真 1I) / 

期待でぎよう

足少な〈と~ も

ことが予想され，廂肥も 3~4 i国応分施するのが得策と思われる 0 癒肥の万

法としては，高根刈主たは中刈無けん式仕立であればうね間全面散布→ロータリ耕の形式が容易に導

入できよう。

沖縄では長期にわたっで無降雨の状態が続ぎ，農作物だけでなくときには人畜の生存にさで大窒

弱（ことがある。

わが国では，これまで干ばつ地帝として已4日ぶがあげられ，多（の作物が被害をうけた，'桑も例外

ではなく， 19 6 7年の西日本干ばつの記樟は生々しいものがある。

沖網は概して乎坦地が多〈，河川に恵まれず水源に乏しい。したがって本土以上に干ばつは甚害を

もたらすことになる。

桑園の蒸発散については，推測の城をでないが，霜よそ本土の数mを上廻ると考えられるので，こ

れ忙ふさわしい対策が必要である Q

干害対策としては，すでに一部の畑作にかんがい施設をみることができるが，水源の乏しい沖籠で

これを桑園全部に設定することは不可能に近い。そこでかんがい施設は，育苗ほ場・稚蚕用桑面を重

点的に考え，可能なところから導入することとし，成園については栽培的方法によって干害の軽減策

を講ずべ含である。

干害の軽減策としては，まず土壌水分の蒸発を防止するため，前にもふれたように有機物によるマ

ルチが考えられる。マルチの時期・数量については桑の生長周期・材料の入手時期・気象条件等から

みて 2~4月が適期であろう。

うね間の管理法としては，刈取り自然草生法を導入するのも一法である。平良市・城辺町の桑園で
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は，清耕法を前提として造成した桑園が，現実には自然草生法に変形している。これは四季を問わず

発生する雑草の防除に多くの労力を要し，現実に不可能な例が多かった。

自然草生法をとるにしても，植付け当年は清耕状態を保ち，枝葉が完全にうね間を復うようになっ

て刈取り自然草生の形をとるのが望ましい。

なお，管埋用機械は桑園規模にもよるが，歩行型トラクク，または乗用型トラクク (15 PS 

を使用する。

5) 桑病害虫の防除

これまで沖縄では，桑の病害虫は厄とんど発生しないといわれたが，これは大含な誤まりである。

箪者らが調査した結果では，きわめて多種多様の病害虫が発生，またその可能性が強い。害虫では，

クワジロカイガラムシ，クワノメイガ，クワカミキリム、ン，など各地にみられた。とく忙クワシロカ

イガラムン，カミキリムン類は，沖縄本島・久米島に多い。

桑病としては，縮葉性細薗病，赤渋病，菌核病，立枯病（実生幼苗）などが各地に発生し

これら ，概し は少な〈沖糎本島およ 多い［頃向がある。

沖縄に和ける蚕桑病害虫の発生・

い。しか恣これ主では

向がある。

磐動態については?これまで本格的な調査は行左われてい左

とした観察のため，多分忙楽観視して合た傾

今後，桑圏の集団化J\ずいらは予想らしなかった病害虫の発生が考えられるので，防除尻ついーク~ も

十分な対策が必要となろり 例えば野鼠害，萎縮病の発生などは，これ注でほとんど間追にならなか

った3 本土では野鼠のり土は，積雪寒冷地で幼齢樹を主として問題化し，

かしゞ沖硝てi立叶トウキピが野鼠忙より少なからず被害をうけている、）これ

しないという俣証はない。

忙苦慮しているぐ＼

令
がだ

f

冗 いては，こずし主で沖縄に入発生した例はない，）だか， Jじ来

iご恣っと忍屑いとされていることかり→て i発生ナる可能性は十分にある。筆者らつ貸丑日市化喘在土i

しているヘ ビこ`ンモ

あろう。と〈

ぢげねばならない。

移人侭ジいては

¥
，
ノ

r
)
 

ぐ
e
u

をすすめるにあたって， な形質をも • さし木面による自 釘
‘
~
/

r{i 

本土桑の移人紅よってこれを解決しようとする事例が多い。

の移入は，第2次大戦前にも行なわれ，、ンマグワとの比較試験が実施されているっその結果

忙よると，本土桑は台風による被害が大苔〈，再発芽機能が劣り，休眠期間が長、''

れかつ不斉で，収量（年間）も少ないうえ，硬化も早いなどの欠点かある。

以上の理由から，その移入はさけるべきだとする意見が当時から強い。

策者らは，この間題に多大の関心をもち，宮古島城辺町で現地調査を行なった。

-42-



調査桑園は 19 7 2年に造成した植付け 2年目のもので，約 1O O aの桑国に一ノ瀬・改良鼠返．

しんいちのせ・剣持・魯桑など 9品種の本土桑が，うね間 2.5m• 株間 0.5 mの形式で栽植されてい

る。

2月末現在の枝条長は，晶種によっ“て多少の差はあるが約 15 0虚を示し，本土癸として側枝の多

にはそれほど不艮というものではなかった。

しかし，ンマグワと比較 ，余り｛ても った。すなわら，シンマグワ し

い緑葉をつけ，蚕飼料として使用できるのに対し，本土桑は完全落葉またはそれ忙近いもの（新桑 2

号，剣持），葉はつけているものの硬化して甚り蚕飼料として供用できる状態ではなかった。

れらの本土桑は，植付け以後は順調な生育な示したが， 7, 8月2度の台風によって落葉し，側

枝の発生を招ぎ，

そこで，これら

すなわち， （新桑 2号）を

し， 6カ月後も当時のままの姿であった（与真 11)ッ

り低温接触を試み，発芽の可能性について調査した。

，これを約 :1O cmに切り上・下各々

()個体をピーカーに収容し，

接触，その後の発芽忙つ

虚を水浸のうえ 2月 28日から 5℃の温度に 10日・ 20日間

もの（対照区〉と比較した。

，対照区は全〈兌芽しなかったか， 10日

との発芽をみた。

これま

亜熱帯性気候の沖縄では本土と異なる生

うな現象は光・温度等の条件に対する桑の

に大ぎな影響を及ぽす。

さら忙同 も品種応こって多少の違いぶみられ，魯桑・改良一

その後も

らがあり， 8月伐採は

日数を要し，

，発芽• 生長令落葉・休眠の各段階を繰返して昏たか．

れるため，いわゆるボケ現象がみられる。この-

とみられ，発芽•生長毯物質生産・休眠など生埋

支支越久している

多〈の発条数をみたが， 2月

あった（写真 12)。

ぐ）

40%,20日 6 [)俗以

も少な〈，

よって発芽

くの

示すかは長期匠わたり

ることはすで匠知ら

あろう。

しかし，現状とし ャ4
、

＼へとするならば実用上の利用価値は低い。したかって s

か期待でぎな

・栽植については，今後の研究

＇と さつとして，当 さしひかえるべぎであらう。

4 落決を要する研究課題

（日 、ンマグワの生理・

マクワは，これまで栽培桑として研究乙｀）対ゑにならなかった）そのため，未知の分野が多く，そ

も明らかにされているとはいえない0 と（に発茅涵主長・物質生産・休眠など，生理も生慇学

的研究はその多くが今後に残されている。
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!2) 

沖縄の養蚕は，ンマグワ

こ｝主主

、トマグワヽ う中｛ては，

うのが適切であるが，ンマグ

し難い。

忍多いのて序当面

る ;7 しら骨表的左展望にたでは令憂

い§ さら［て優艮なものをさし；；ドなど

芍た＄ベンマグ

\~ 

C
{
3
 

と
？
＼

たJ
7
 

9

日

い上のよりな

なろう。

を

して系続をつくり，各地

良好で，

を採~、リ入れること筐よって，叶.~こな

を凶ることが大切である

ろ{(主当たり登現地の レ`
t

¥てよる小規模査豆ミ（飼育）

はとんこ：こい。そこで桑に隣する語般の研究をすすめ，こ hに

を急ぐべきであるり＾

る

u
c
3
 

山沖縄における

その後度亨 2次大戦しふり

，八手不足などのた

至った。

沖廂の釜蚕は，

たどりか

令含成が

‘;X,｝
 

にはじめられ，大正末期から昭和初期にかけて急激忙増大

し， 19 4 0年（昭 15 ; vり岐盛期忙は，桑園面積は 1,3 4 0 h a , 収蔽量 502tfC達した。

陥つたが， 19 5 2年（昭'..:7)当時

）は 30 2 h a主でに回復した。しかし意糸伽

し， 19 6 l年iては蚕桑如謁する試験殺関まで廃止されるに

l 9 7 2年，本土復帰とともに養蚕振興の気連が高主り，先島群島を中心紅大規模の桑園造成が各

地にみられるよう忙なった

が特色であった。すなわら， l!l 4 0 

る収繭量は， 1戸当たりで 51Kr;,10a当たり 38 Kr; で， 1戸当たりでみると本土の％という

のものである。これは蚕児飼育に供用する桑が，主として目生桑または宅地桑に依存し，桑園からの

採取が含わめて少なかったことに起因する。

l 9 6 2年から開始され，約 15年間にわたり

た。この聞,1 9 3 3年沖縄向桑品種として，沖縄桑 1号， 2号， 3号が選出され

までに至らなかった。

を

(tこわけ

¥
j
 

7,
＂ 

、し，泌
2

われィ

く普及する

(2) 、ンマグワの生態と収集・保存

、ンマグワは，栽培学的に分類すると先島系と本島系（いずれも仮称）に大別され，前者は大坦葉で
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恣のが多〈きし菱吉は小型葉で形質は前者より方る3

グワ乙 沿生長には？

はるか

り`左ぶカ

5

ーこ

1

ある。

岳種甚よび亨雌丸生 4芯統ならびr.:ゞ V グ：ブ

マ 、， ：', こ〉ご・ロか

こ口←、ゴ-i-r 
，一夫ミ土/:;c乳叉`

＇ 
{っぶ

ずる。

て`は

り80 0 

ん式とし，

同時忙，、ンマグ

念寄ぜうね方式の採用を考慮する 0

戊採，間引含去を導入，さら匹用

途別桑園を設け，輪収体系を確立する。このようにして年聞 6回~S回の収穫が可能である。なお，

現段階では条桑刈取機の導人は考えられない。

ついては， ・分施＊有機物の ，料取り自然草生が考えられ， し’―

は ,15PS以下の歩行型あるいは乗用型トラクタを使用する c

虫秦災害ぐ）防除忙ついては， 主で十かな対策がない。

期した

要する。

られる。と〈しこ桑萎縮病忙ついては，発生の素地が十分あるの

つれ予

を

むすぴ

，短かい滞在期間の中で， らが調査・観察したことを中心 したものである。 した

がって，その内容忙ついては今後の調査・研究の進展によって，修正される余地が多分に含まれてい

る。本稿が沖縄に設ける桑栽培の技術体系作成の上で，端緒としての役割を果すこと忙なれば幸いで

ある。

終りにあたり，指導と助言を賜った蚕糸試験場企画連絡室長間和夫博士，調査に多大の便宜をは

かって戴いた熱帯農業研究センター企画調査室長 八田貞夫技官，同沖哨支所長 丸杉孝之助技官に

深甚なる謝意を表する。また調査研究に当たって支援と協力を惜し主なかった熱研沖網支所 加治屋

光二事務官忙厚くお礼申しあげる。
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1. 石垣と宅地桑

一樹令 40年，竹富島， 5月6日ー

2. 宅地桑（全縁葉）の基部にみ

られる裂葉

一樹齢 40年のもの，石垣島，

3. 本島系のシマグワ

一久米島， 3月 18日ー

伊原間 3月 9日ー



5. : ンマグワの雄花

一枝条伐採後 22日目，久米島宇江城

3月 18日ー

4. 第 1回目の、ンマグワの発芽（贈夜芽）

ー主枝は前年 11月発芽伸長したもの，与那国島 3月 4日ー

6. 村落を囲む宅地桑

一家屋の周辺には必らずクワ

を栽植してある，与那国島

祖納 3月4日ー

7. : ンマグワのさし木苗圃

ー山野に自生する、ンマグワの枝

条を採取し 5月にさし木した

悲の，活着率はきわめて高い。

宮古島城辺， 2月 27日ー



8. 宮古島における桑園造成

一宮古島平良， 2月 27日ー

1 0. 有機質賢椋として有望なギ
ン ネム

ー竹富島， 3月 6日ー

9. シマグワの樹形

ー前年 4月植付けたま主，l株定めII しない

もの。久米島宇江城， 3月1'8日ー



魯桑 1 1. 本土から移入されたクワの発育 新桑 2号

ー前年 7• 8月 2回の台風害をうけ落葉・再発芽した植付け

2年目のもの。宮古島城辺， 2月 28日ー

1 2 -b. 伐採後の発芽に多くの日数

を要する本土桑（一ノ瀬）

一宮古島平良， 2月 28日ー

1 2-a. 再発芽機能の旺盛な、ンマグワ

一伐採後 22日目の新しよう。久米島宇江城， 3月 18日ー




